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皆さん、こんにちは。１０月に入りだいぶ肌寒くなって来

たことと思います。秋と言えば日本では食欲の秋、読書の秋と

言われ、趣味を楽しむ季節と言われていますが、カンボジアで

は雨季と乾季しかないためまだまだ暑い日が続いています。昨

年の高校卒業試験の影響で今年も新学期は１０月後半からと

なった子どもたちは、まだ夏休みの真っ最中です。毎日農作業

に勉強に、一所懸命取り組んでいます。 

さて、今回のドリーム通信では、夏休みを利用して行った海

遠足と第３回目農業実習の様子をお伝えします。 

               海遠足 

９月８日と９日の２日間、子ども６７名、スタッフ１７名の

総勢８４名でシハヌークビル特別区へ海遠足に行って来まし

た。自国の文化に触れ、現地で働く人や仕事に触れ視野を広げ、

団体行動の中での助け合い、社会性や協調性を身に付ける事を

目的としている海遠足は、２年に一度開催しており、子どもた

ちにとってとても楽しみなイベントのひとつです。 

                     当日は朝５時に園を出発し、午後１時にカンボジアのリゾー

ト地と呼ばれるシハヌークビル特別区に到着しました。シハヌ

ークビルではまず、港で働く職員の方から港での仕事内容や船

についてのお話を聞きました。園のあるクラコー郡出身のその

職員の方は、孤児でありながら努力して高校を卒業し、港で働

きながらさらに勉強を続け大学に入ったそうです。大学卒業後

は港に戻り、そこで出会った女性と結婚して子どももでき、「頑

張って勉強して、今はとっても幸せだ」と喜びいっぱいに話し

てくれました。彼の経験を踏まえて、子どもたちに向け、夢に

向かって毎日努力すること、夢を忘れずにいることが大切だ、

というお話をしていただきました。子どもたちは自分たちと同

じような境遇から努力して現在の仕事を獲得した彼の話を聞

き、とても身近な人が今自分の力で幸せを掴んでいると知り、

将来自分たちも夢を叶え自らの足で立って人生を歩いていけ

るよう、心を新たにしました。 
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港で働く方々にお話を聞く 

海で大はしゃぎの子どもたち 

港で全員集合！ 



                     その後は海に移動しお待ちかねの海水浴、３つのグループに

分かれ順番に海に入り、波に体をまかせて漂ったり、向かって

くる波に向かって勢いよくジャンプしたりと大はしゃぎでし

た。また、事故には十分気を付けるよう事前に何度も注意した

ためか、大きい子が小さい子の面倒をよく見て、危ないことの

ないようにしっかりとカバーしてくれていました。 

２日目は、隣のカンポット州にて市場を観光し、カニやイカ、

エビなどの魚介類を購入して浜辺のロッジでバーベキューを

楽しみました。あいにくの雨ではありましたが、普段中々食べ

ることの出来ない海の幸に、子どもたちは大満足の表情でした。 

                     今回の海遠足では、子どもたちが自分の将来のことを深く考

えるきっかけを作ることができました。また、大きい子が小さ

い子の面倒を見ること、周りの人に迷惑をかけないように行動

することなどを学ぶこともできました。今後も遠足やイベント

などを通して、様々なことを学び、将来の役に立てていって欲

しいと考えています。 

農業実習 

夏休みの期間中、農業の知識を得ること、仕事の大変さを知

ること、食事の有難さを知ること、忍耐力を養うこと等を目的

として、コンポンチュナン州にあるＳＡＪの農場(SAJ Farm)に

て農業実習を行いました。中学生以上の子どもたち５１名が４

つのグループに分かれ、５日間農場で寝泊まりしました。もち

ろん食事や生活全てのことを自分たちで行いました。 

農場での作業は主にレモングラス畑の除草、収穫、仕分けを

行いました。レモングラスの仕分けは集中力と根気のいる作業

でしたが、皆飽きることなく、お喋りしすぎて手が止まること

もなく、黙々と作業に取り組んでいました。また、炎天下の中

での除草作業は皆汗だくになりながらも、励まし合い、皆で協

力しながら一生懸命頑張る姿が印象的でした。男の子のグルー

プでは、レモングラスオイルの蒸留作業も手伝わせてもらいま

した。理科の実験授業のないカンボジアでは、こういった作業

は一般的ではなく、皆興味深々に取り組んでいました。 

実習後のミーティングでは、「レモングラスの蒸留はとても

良い経験になった」「皆で助け合う事の大切さを学んだ」「暑く

て大変だったけど、忍耐力を養う事が出来た」等、一人ずつ感

じた事を語り合いました。 

作物を育て、収穫し、出荷するまでにはたくさんの人手と時

間が必要です。そのことを実際に体験してもらい、私たちが美

味しい食事を食べられるのは、農業を営んでいる人やそれを販

売する人、料理を作る人たちのおかげであるということを理解

し、子どもたちも同じように自分の将来に近づけるよう毎日コ

ツコツと努力して、夢を育て実現してほしいと思います。    

農場長からの説明に真剣に耳を傾けます 

海といえばスイカ割り！ 

レモングラスの仕分け、黙々と働きます 

レモングラスの蒸留、緊張の一瞬！ 


